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     E],〔ノπ,IT)(MeV)島:(.ノπ,T)(MeV)ooηsご耀漉泥42s∫プzκ`漉T1昭。四一
      #11.041(0+;1)0.O(1+10)0.4413±0、12722.4413±0.1272!.0821
      #21.70(1+;0)1.041(0+:1)0,0525±O.01812.0525±0.01800.6236
      #33.72(1+:0)1、041(〇+;1)4.1334±0.32816,1334±0.32810.0371
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 論文審査の結果'の要旨
 原子核反応の中で(p、n)反応は荷電変換による直接反応として,核構造を研究する良いブ
 ローべとして用いられている。中でも,荷電スピン移行(△T=1)を伴うアイソベクトル型転
 移は,同じ選択則のベータ崩壊と比較できるので,弱い相互作用のベータ崩壊や電磁相互作用
 と同様な情報を得ることができる。しかも,ベータ崩壊より得られる励起状態よりも広い範囲
 にわたり研究できるので,殻模型による理論値と比較する上で重要な役割を示す。したがらて,
 現在問題になっているGamow-Tellel'型転移のquellching問題を(p,11)反応で調べることは
 特に重要な意味を持っている。
 本研究は,東北大学サイクロトロン・ラジオアイソトープセンターのAVFサイクロトロンか
 らの35MeV陽子ビームにより,]802アイソトープガスの標的核を照射し,放出された中性子を
 TOF法にタり分析した。得られた各励起状態の角分布は歪曲波ボルン近似で比較された。この
 際用いた波動関数は,標的核180も残留格18Fも1℃を芯として価核子2個を持つ描像がよく成
 り立ち,sd殻を対象とした解析には最も信頼されている波動関数である。光学ポテンシャルと
 して陽子にはbecchetd-Greelllessの,中性子にはCarlsoll等のパラメータを用いた。核子問相
 互作用としては35MeVの入射エネルギーに対して最も信頼性の高いM3Yを用いた。(p,11)
 反応で生成される状態は,このエネルギー領域では,主に一粒子一空孔励起が低励起状態にで
 きるので,アイソバリックアナログ転移(IAS)とスピン,アイソスピン反転を伴うGamow
 -Telier型転移(GTS)が見られる。これらの状態についての詳細な解析を行った。特に,ベー
 タ崩壊におけるGT型転移強度と(p,11)反応断面積の相対強度,電磁転移移行列要素B(Ml),
 B(E2)と(p,1⇒反応断面積の比較を行った。この結果,quenchingについてはベータ崩壊と
 (p,11)反応でほぼ同程度であることがわかった。また,電磁転移の場合はアイソベクトル型と
 アイソスカラ一型があるが,(p,ll)反応との関係から,それらの項の寄与を分離できた。また,
 磁気的転移は大体アイソベクトル転移で記述でき,電気転移についてはB(EL)のそれぞれの転
 移によって寄与が異なることがわかった。
 今回観測されたquenchillgは,特に,スピン反転による転移に対して著しく相互作用によら
 ないと考えられることから,著者は共通の起源をいくつかあげて議論を展開した。この未解決
 の問題を含むものの,(p,n)反応とベータ崩壊,電磁転移行列要素と比較検討によって,核励
 起の素過程や相互作用等に関する深い知見が得られた。
 これらの結果は,本論文の著者が自立して研究活動を行うのに必要な高度の研究能力と学識
 を有していることを示している。よって,大浦正樹提出の論文は理学博士の学位論文として合
 格と認める。
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